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　今年は例年と比較して秋台風がとても少なかった。
酷暑の夏から一気に冬へと移行し，朝夕の気温差も大
きいためか平野部でも紅葉が例年以上に美しい。欧州
や米国は Covid⊖19 パンデミックの第 3 波に襲われ，
再びロックダウンが広がっているようだが，本邦は重
症化率の低さもあってか社会は比較的落ち着いてお
り，マイクロツーリズムの盛り上がりもあって紅葉を
求める人々で観光地にも賑わいが戻ってきた。この状
況は日本に限らず，太平洋岸のアジア諸国は総じて落
ち着いているように思われる。
　今や世界第二の経済大国となった中国がコロナ禍も
早々に克服して再び経済成長の軌道にも乗ったとされ
るのに対して，米国の政治，経済の混乱は目を覆いた
くなるほどの惨状である。Covid⊖19 感染者は累積で
950 万人を超え，既に犠牲者が 23 万人に達する中で，
時の政権が CDC や WHO の勧告を無視する政策をと
りつづけ，連日で 1 日あたり感染者数の世界記録を更
新し続けている。コロナ禍前は絶好調だった経済状況
を追い風に順調に再選への道を歩んでいたトランプ大
統領だったが，拙いパンデミック対策が影響してバイ
デン氏に敗北した。慣例に従えばこの段階で敗北宣言
をし，バイデン氏をホワイトハウスに招待すべきだ
が，敗北を認めず法廷闘争により結果を覆そうと試み
ているとされる。

　太平洋を挟む 2 大国の風景のコントラストに＂自由
の価値＂を再度問い直しはじめた人も少なからずいる
のではなかろうか。法が定める自由権は＂精神＂，＂人
身＂，＂経済活動＂の 3 つの自由により構成される。保
証や保護を国に求める社会権とは対照的に，自由権は
国の束縛を受けずに活動する権利である。しかし，大
統領選における人種問題の噴出状況を見ていると，欲
望や偏見を剝き出しにした自由権の行使により社会の
分断がさらに深刻化していく負のサイクルに陥ってい
ることがわかる。
　必要を超えた物への欲求や他者への妬みなどはおそ
らく人に特有のものであろう。高度に発達した大脳
と，そこで営まれる認知はヒトの最大の武器である
が，科学技術により肉体の制約を超えて能力を拡大
し，人類だけでなく地球そのものの持続性を脅かすレ
ベルにまで達している。過度で不適切な自由権の行使
を慎み，持続可能な発展を目指す SDGs（Sustainable 
Development Goals）は 2015 年に国連で採択され，
2030 アジェンダに従って全ての人と国が適切に行動
することが求められている。コロナ禍はその重要性を
一人一人が噛み締める機会を与えており，すべての人
が一度立ち止まって自由権の意味を問い直すべき時の
ように思う。
 （平田　仁）
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